
オープン化に係る施策等について

資料 ２
科学技術・学術審議会学術分科会
学術情報委員会（第８回）
平成２８年１０月１８日（火）



 



H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度

Ⅰ．論文のオープンアクセス

研究資金配分機関（ＦＡ）における
オープンアクセスポリシーの策定促
進等

オープンアクセス実施状況の調査等 オープンアクセスについての事業効
果の検証等

JST情報事業によるレビュージャーナ
ルの検討・構築等

レビュージャーナルのサービス開始

Ⅱ．エビデンスデータの公開

データ管理計画の先行事例調査等 ＦＡのデータ管理計画導入の促進 データ管理計画の運用状況調査等

大学等の研究データ基盤の整備、公開
データの様式等標準化に係る検討促進

学協会の研究データ公開範囲の検討促
進

分野別のデータポリシー（ガイドラ
イン）の優良事例の周知

研究データ基盤の拡充等に関する検
討

研究データ基盤の実証実験

日本学術会議の提言への対応
データポリシーを策定する学協会等
の拡大促進

FAにおけるデータポリシーの策定促
進等

FAのデータポリシーの策定及び公募
要領等への反映について調整

FAにおけるデータポリシーの見直
しと周知研究データの公開の状況調査等

JST情報事業によるデータジャーナ
ルの構築等の検討

データジャーナルの基盤整備と学協
会の活用促進

研究データ公開の義務化等の検討及
び関係機関との調整

データジャーナルのシステム開発等

Ⅲ．研究成果の散逸等の防止

大学等において、論文や研究データ
に、識別子（ＤＯＩ）を付与する体
制構築の促進

識別子（ＤＯＩ）付与の体制整備状
況調査及び構築促進

データ管理に関する規程の策定支
援・助言

大学等のデータ管理に関する規則等
の検討

規程策定状況の調査と策定支援・
助言の継続

Ⅳ．研究成果の利活用 著作権ポリシーの策定及び明示に関
する学協会等への要請

Ⅴ．人材の育成及び確保
・大学のデータ管理体制及び人材育
成に係る事例握把と周知
・各種事業による人材育成支援等

学術情報のオープン化推進に係る工程表（案）

大学等の研究データ基盤の整備企画、

データへDOIを付与する実施フ
ローの検討

データ公開のための各種システムと
の連携対応
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科学技術情報連携・流通促進事業

【更なる方策】

・ アクセス数が大きく増加しており、これへの対応と、

各種データとの関連付けを行う。

３．基本情報の整備、連携活用システム等の整備

（科学技術総合リンクセンター）

国内資料11,600誌、国外資料3,600誌から書誌情報

（論文の基本情報）を整備。

● 現行事業はH21に開始（前身はS30代～）。4,200

万件の書誌情報を公表。年130万件の書誌情報

を追加。 特許情報などの外部データベースとも

連携。

● 年間の利用件数

H22：3,400万件→H27：8,500万件

【更なる方策】

・ 国際標準の機能を備えることで、我が

国の研究成果の発信力を維持・向上。

・ 「データジャーナル」の急速な国際動

向に対応。

１．電子情報発信・流通促進

（総合電子ジャーナルプラットフォーム）

国内の学会の約半数（1,057学会）の

計1,948誌の電子ジャーナルを公開す

るプラットフォーム（４割が英文誌）。

● H11に開始し、270万記事を掲載。

● 年間の論文ダウンロード数

H22：2,500万件→H27：7,000万件

（1/3が海外からのダウンロード）

国内研究者25万人以上の情報を公開

するプラットフォーム（大学の研究者32万

人のかなりが参加）。

● H10に開始し、研究者情報の国内外

への発信に貢献。

● 年間のページﾞビュー

H22：1,400万件→H27：2,500万件

（1/4が海外からのアクセス）

２．研究者情報の流通促進

（研究者情報管理）

【更なる方策】

・ 研究機関や政策立案者のための効果

的・効率的な活用に向けた機能強化。

○ これらの持続的整備とともに、「オープンサイエンス」への関心が国際的に高まる中で、それぞれに対応した今日的課題への対応が課題。

（オープンサイエンス：公的研究資金を用いた研究成果を、容易にアクセスができるようインターネット上で公開し、イノベーションの創出につなげる）

国内外の研究機関・産業界等で幅広く利活用 科学技術の動向分析や、産学連携等を通じたイノ
ベーション創出の加速に貢献

○ こうした更なる方策を通じて、従来の研究者、学会、産業界による利用に加えに、政策立案者、資金配分機関などの幅広い利活用が進展。
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１．電子情報発信・流通促進
（総合電子ジャーナルプラットフォーム：事業名「J-STAGE」）

【運用システム】

○ 学術論文（電子ジャーナル）を国際的に流通させるためのプラットフォーム。

・ 論文を国際的に同定するIDの付与

・ 論文が引用された場合のリンク付与を自動化

・ 学会の投稿審査システム（投稿→査読→採択）をオンライン上で実現

○ 各学会における電子ジャーナルの編集・発行・著作権処理の技術サポートを実施。

【現状】

○ H11に開始し、270万記事を掲載。国内の学会の約半数（1,057学会）が参加し、計1,948誌の電子ジャー

ナルを公開（日本循環器学会の”Circulation Journal”をはじめ４割が英文誌）。

○ 無償公開を原則。年間の論文ダウンロード数は、H22：2,500万件→H27：7,000万件であり、1/3が海外

からのダウンロード。

（ジャーナルトップ画面）

【H29の追加的取組】

① 国際標準（又はデファクト機能）を備えることで、我が国の研究成果

の発信力を維持・向上。

・ 電子ジャーナルの国際表示規格に対応（国際的な議論を経て

2015年に大幅改訂され、各国で対応が進んでいる）。

・ 読者の評価・反応をウェブ上で可視化（国際標準ツールに対応）。

・ 海外データベースとの連携のための著者IDシステムの導入（国際

協調が進んでいる）。

・ これらに連動したインタフェースの改良。

② 「データジャーナル」の急速な国際動向に対応。

・ 論文のエビデンスとなるデータを「データジャーナル」として公開する動きが

急速に進展。我が国として、国際的な議論（※）に参画しながら、エビデンス

データを「データジャーナル」として、国内外で利活用されるよう基盤整備に

着手。

【効果】

○ 日本の学会の国際発信力向上に貢献。

「2015年のインパクトファクターが向上した。投稿数も毎月110 件以上に増えた」

「J-STAGEに掲載して、海外からの投稿数が飛躍的に増えた」

○ 利用者からも高い満足度（93％が「とても役に立った」「役に立った」とアンケートで回答）。

○ 海外商業出版社は寡占化が進んでおり、我が国として、それ以外のプラットフォームを通じた電子

ジャーナルの流通の仕組みを持つことが重要。

データ利用の例：計測技術研究のプロジェクトとして、「化学物質に対する

特定の波長を計測したデータ」を取得。このデータは、「リチウムイオン

電池材料の長寿命化」という全く異なる研究として活用できる。

→国際協調による共通枠組みで実施

※ 既に、国際的な枠組みの中で、データID付与、著者ID付与の標準化が議論されて

いる。今後、リンク付与等、評価の仕組みなども課題となると想定。

https://www.jstage.jst.go.jp
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【運用システム】

○ 研究者の経歴と研究業績（論文、国際会議での発表、受賞歴）等を公開するデータベース。国内

研究者の情報を統一的に検索できる。

○ 研究者が自身の業績情報を集約できる。データ入力は、①研究者が個別入力、②所属機関の

データベースから一括更新、③国際的な論文データベースとの連携による自動更新、で行われる。

【現状】

○ H10に開始し、国内研究者25万人以上が掲載（大学の研究者32万人）。我が国の研究者データ

ベースとして最大であり、研究者情報の国内外への発信に貢献。

（年間のページﾞビューは、H22：1,400万件→H27：2,500万件であり、1/4が海外からのアクセス）

○ 研究者の事務負担軽減のため、業績リストのデータを（ウィジットという技術を用いて）切り出すこ

とで、競争的資金の申請や業績評価の提出にも容易に活用。 （研究者情報表示画面）

【H29の追加的取組】

○ 研究機関や政策立案者のための効果的・効率的な活用に向けた機能強化。これにより、例えば、

・ 「過去5年以内にNatureまたはScienceに論文が採択された女性研究者のリスト」、

・ 「A大学に所属し、トップクラスの国際会議に論文が採択された特任研究者のリスト」、

・ 「さきがけ研究者が、研究終了後に発表した論文・特許、受賞、新たに獲得した競争的資金のリスト」などの調査ができるようになる。

○ 上記を実現するための技術的対応。

・ 全データ項目を対象とする全文検索の導入

・ データ項目の拡充（大学からのアンケートを踏まえ、学位取得年月、所属学会在籍期間、資格等）

・ 自由入力項目を機械可読とする（コード化）

（AIによる情報収集と解析機能が別途開発されることを想定しており、その機能と組み合わせることで実現）

【効果】

○大学にとって保有データ増とコスト減が実現

「2014年に、研究者データベースのマスタデータをresearchmapとしたことで、論文業績の登録件数が大幅に増加（15万件

→34万件）」

「大学の独自データベースを設けるよりも、researchmapをマスタデータとすることで、管理コストが大幅減」

○研究者が、所属組織を変えても情報が維持できるため、人材の流動化が進展する今日的状況に対応。

2. 研究者情報の流通促進
（研究者情報管理：事業名「researchmap」）

http://researchmap.jp/
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【運用システム】

○国内外の科学技術情報を網羅的に収集・活用するための書誌情報（論文の基本情報）

を中心とするデータベース。外部データベース（特許、国会図書館、各種の科学技術

情報）との連携で、研究者／文献／特許／研究課題などのデータを一元的に検索。

○ 大学・企業が、研究開発や企画立案に先立ち、先行研究の把握や特許情報の収集等

に活用。

【H29の追加的取組】

○ アクセス数が大きく増加しており、その対応と、各種データとの関連付けの対応。

・ 大量の研究データ関連付け処理（データ1件あたり書誌情報との突合処理で4,200万件を実行）のために増強。

（横断検索結果表示画面）

【効果】

○大学だけでなく、産業界から高い評価と多くの利用。

「研究者や特許などを横断的に検索できるすばらしいサイト。このような画期的なサイトは見たことがない。」

「競合他社の調査を行い、製品開発に活用している」

「大学との共同研究先を選定する際に活用している」

「研究開発には信頼性の高い情報が必須であり、社員にはJ-GLOBALを使うよう指導している」

○利用者からも高い満足度（89％が「とても役に立った」「役に立った」とアンケートで回答）。

【現状】

○ 現行事業はH21に開始（前身はS30代～）。4,200万件の書誌情

報を公表。年間で130万件の書誌情報を追加。

○ 国内資料11,600誌（国内誌のほぼ100%）、国外資料3,600誌から

書誌情報を作成。分子構造の科学技術データ300万件等も収録。

○ 年間の利用件数は、H22：3,400万件→H27：8,500万件に増加。 （検索事例：「機械学習」に関する論文数の推移）

3. 基本情報の整備 、 連携活用システム等の整備
（科学技術総合リンクセンター：事業名「J-GLOBAL」）

http://jglobal.jst.go.jp
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オープンサイエンス推進のための研究データ基盤の整備（国立情報学研究所）

【整備内容】

オープンサイエンスを推進するため、大学で産出される研究デー
タを適切に保存し、利活用できる仕組み（メタデータの標準化、
研究データごとに固有の識別子を付ける機能等）を一元的に整備
するとともに、公開された研究データから利用者が使いたいデー
タを簡便に検索できる仕組みが必要。

論文のエビデンスデータが出版社が指定する海外のリポジトリ等
に登録されている状況を早急に改善し、研究データが海外のプ
ラットフォームに集積する状況を変えることが必要。

研究公正の観点からも研究データを長期的に保存することが求め
られており、そのための基盤を効率的に整備することが必要。

【必要性】

これらの課題に対応するため、クラウド上で共同利用できる研究
データ基盤をNIIと大学の連携の下で整備。基盤となるシステム
開発はNIIが担い、研究データ保存のために大学が利用するスト
レージは、共同調達を行うことで効率的に整備。

（システム概要）

① 研究者が簡便な手順で研究データをクラウド上のストレージに保存
できるようにするシステム【研究データ管理基盤】

② 各大学が保存した研究データのうち、公開するデータに関する情報
（メタデータ）と実際のデータへのリンクを提供するシステム【研
究データ公開基盤】

③ 研究データ公開基盤や分野別データベースなどに登録された研究
データを横断的に検索できるシステム【研究データ検索基盤】

データ基盤に係る国際標準化の取組に参画するとともに、基本的
な機能は、既存のソフトウェアを活用して効率的に整備。

• ①の基本機能は「Open Science Framework」（米国のデータ基
盤）を構築したオープンソースソフトウェアを活用。

• ②、③の基本機能は「JAIRO Cloud」や「CiNii」を構築したオープ
ンソースソフトウェアを活用。

【研究データの保管・公開・検索の流れ】

①研究データ管理基盤
研究者が簡便な手順で研究データを、ス
トレージに保存。メタデータ※１を研究段
階から簡便に付与できる機能や研究デー
タの利用頻度に応じて保存するストレー
ジを自動で振り分ける機能を提供。

研究者

分野別データベース
【研発法人等で整備】

検索

②研究データ公開基盤
（JAIRO Cloud for Data）
各大学が公開する研究データのメ
タデータと実際のデータへのリン
ク情報を提供。公開する研究デー
タごとに固有の識別子（ＤＯＩ※

２）を付与。

公開する
メタデータの登録

データを
保管

③研究データ検索基盤
（CiNii for Data）
「JAIRO Cloud for Data」や「分野別
データベース」に登録された研究データ
を横断的に検索。研究データに関連する
論文の書誌情報も提供。

利用者

メタデータの
収集

※１ メタデータとは、データに関する基本情報（作成年月日、実験内容な
ど）。これにより、データの利活用者にその内容を説明するとともに、
検索による発見可能性を高めるために重要な情報となる。

※２ DOIとは、データに付与される国際的な識別子。データの所在場所を
示すＵＲＬの変更によるリンク切れを防止するために必要となる。 6



研究資金配分機関におけるデータ共有の推進方策について

機関名
公開データの種別

（適用範囲）
オープン・クローズの考え方

（制限段階）
公開の方法

公開のタイミン
グ（公開までの

猶予期間）

科学技術振興機構
（JST）
（戦略的創造研究推
進事業）

「戦略的創造研究推進事業に
おけるデータマネジメント実施
方針」に基づき、平成 28 年度
以 降 に 新 た に 設 定 さ れ た
CREST・さきがけ研究領域等で
採択された研究代表者は、研
究チームの成果として生じる研
究データの保存・管理、公開・
非公開、及び公開可能な研究
データの運用指針をデータマネ
ジメントプランとして定め、これ
に従ってデータの公開を行う。

データマネジメントプランの中で
研究代表者がオープン、クロー
ズ、あるいはセミオープンまた
はセミクローズを定義する。
研究データが個人情報保護・機
密保持・商業化・国家安全保障
の観点から共有されるべきもの
ではない、もしくは共同研究契
約等で成果の公開に制限があ
る等、考慮すべき事情があれば
研究データを非公開とすること
は妨げない。

データマネジメントプランの
中で研究代表者が定める。

－
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機関名
公開データの種別

（適用範囲）
オープン・クローズの考え方

（制限段階）
公開の方法

公開のタイミン
グ（公開までの

猶予期間）

日本医療研究開発
機構（AMED）

平成28年度以降の研究課題の
うち、AMEDの「疫病克服に
向けたゲノム医療実現プロ
ジェクト」が資金提供を行う
研究課題にて発生するゲノム
データ及び臨床情報や解析・
解釈結果等を含めたゲノム情
報

①セミクローズ（制限共有：
課題採択時にデータマネージ
メントプランに記載された研
究者及びデータアクセス申請
を承認された研究者の間で共
有できる非公開データ）
②セミオープン（制限公開：
利用目的、利用方法等を明ら
かにしたうえで、データアク
セス申請を承認された研究者
が利用することが可能なデー
タ）
③オープン（非制限公開：ア
クセスに制限なく誰でも利用
することが可能なデータ）
④クローズ（非公開）

制限共有データについて
は、AMEDが指定する公的
データベースに登録、又
はAMEDに報告した上で自
機関や代表機関等に保管
し、共有。制限公開デー
タ及び非制限公開データ
については、AMEDが指定
する公的データベースに
登録し公開。
※公募事業への申請時に、
登録するデータベース、
登録の時期、対象データ
の種類や規模、公開・共
有の範囲について記載し
たデータマネジメントプ
ランを提出。

「ゲノム解析終
了後2年」また
は「論文採択
時」のいずれか
早い時点

8



オープンサイエンスをめぐる国際的動き

（関連する国内機関）

○日本学術会議：「オープンサイエンスのあり方に関する提言」を公表

（2016）

○関連学協会：日本学術会議によるアンケートでは、

－ 過半の学協会が、論文・データ、データベースを既に公開

－ 半数程度の学協会が、データ項目の測定条件を共通化し、一層価値

が高まる可能性を持つデータもあると回答

－ しかし、オープンサイエンスに関するシンポジウム・WSなどの開催実

績がある学協会は1割程度であり、まだ十分に浸透しているとは言え

ない。

（関連する国際機関） 頻繁に標準化・規格化が議論

○国際科学会議の委員会（ICSU-WDS World Data System）：科学データ

に関する国際的な取組の高度化を目的に活動

○国際コンソーシアムRDA（Research Data Alliance）：データ共有の持続

性確保、信頼性確保、システム化などの国際標準を議論（2013-）

○ICSU-WDS（世界科学データシステム）：品質管理されたデータの長期

的保全と提供を実施（2008-）

○国際的なJATS (Journal Article Tag Suite)：電子ジャーナルの国際新

規格を公表（2015）

○International DOI Foundation：電子ジャーナルを国際的に同定するID

の付与

○国際機関CrossRef：論文が引用された場合のリンク付与の自動化

○ORCID：電子ジャーナルの国際的なリンクのための著者IDシステム

国際的にオープンサイエンスの基本方針に加え、標準化・規格化の議論が進展【国際的な動き】

（政府レベル）政策レベルの議論が進展

○G8/G7

・ G8科学技術大臣（英国）：各国で研究成果のオープンアクセスを

拡大させる方針が確認（2013）

・ G7科技大臣会合（日本）：研究分野の特性にも配慮した上で、

オープンサイエンスの推進を決意。作業部会の設置（2016）

○米国

・ NIH：査読論文の指定リポジトリへの登載を義務化（2008）

・ 科学技術政策局の指令で、NIHとNSFがパブリックアクセスプラン

を策定（2013）

○英国：

・ 英国研究会議：新たなオープンアクセスポリシーを公開（2012）

○ドイツ

・ ドイツ研究振興協会：オープンアクセスジャーナル投稿料を助成

【国内の動き】 国内でもオープンサイエンスへの関心が増加

（政府レベル）

第５期科学技術基本計画で「国は、資金配分機関、大学等の研究機

関、研究者等の関係者と連携し、オープンサイエンスの推進体制を

構築する」を明記（2016）

○内閣府（CSTI）：「オープンサイエンスのあり方」を公表（2015）

○文科省：「学術情報のオープン化の推進」を公表（2016）

JST、NII
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（参考資料１）大学・研究機関等におけるデータ共有について
機関・プロジェクト

名
公開データの種別

（適用範囲）
オープン・クローズの考え方

（制限段階）
公開のタイミング

（公開までの猶予期間）
大学、大学共同利用機関法人、国立研究開発法人による取組例
北海道大学人獣
共有感染症リ
サーチセンター

寄生性原虫THEileria orientailsの全ゲノム塩
基配列（900万塩基）のデータ、人及び動物
のA型インフルンザウイルス（全144亜型）
2700株に関するデータ
【データベース】
TOTデータベース、インフルエンザウイルス
株データベース

①オープン（公開） データベースに登録したもの
から即時公開。

筑波大学計算科
学研究センター

全国の計算素粒子物理研究の成果である
QCD真空配位（格子QCDシミュレーションの
基礎データ）
【データベース】
JLDG QCD ensemble

①セミオープン（制限公開）
データグリッド JLDG 、及び、JLDGと連
携する国際データグリッド ILDG のユー
ザに限定して公開（当該分野の研究者･
学生は、原則、申請によって、ユーザー
アカウントを取得できる）。データを利用
した研究の成果を公表する際は、データ
を提供した研究グループが指定する論
文を引用すること、としている。

研究グループがデータを公
開するか否か、公開する場
合の公開時期は、研究グ
ループの判断にゆだねてい
る。当該データを用いた研究
の最初の本論文が発表され
た時点で公開する事を推奨
している。

京都大学人文科
学研究所

漢代から中華民国初期にわたる約5,000枚
近い拓本の全文画像及び全ての文字画像
【データベース】
拓本文字データベース

①オープン（公開） データベースに登録したもの
から即時公開。

大阪大学蛋白質
研究所

生体高分子の立体構造に関するデータ
【データベース】
Protein Data Bank Japan（PDBj）

①オープン（公開） データバンク方式であり、
データベースへの登録者が
登録時に下記の中から公開
時期を選択する。
１ データベースに登録した
ら即時公開。
２ 論文発表（bioRxiv等の
Public Preprintを含む）が
あったら公開 （最長1年）
３ 期日を指定（登録から4週
間後、6週間後、8週間後、6
か月後、１年後）して公開。 13



機関・プロジェクト
名

公開データの種別
（適用範囲）

オープン・クローズの考え方
（制限段階）

公開のタイミング
（公開までの猶予期間）

人間文化研究機
構国文学研究資
料館

国文学研究資料館が調査研究等の活動に
より作成する古典籍のデータ及び国内外
の大学等研究機関が所蔵する日本文学を
含む広範な分野・領域の古典籍のデータ
【データベース】
日本古典籍総合目録データベース
館蔵和古書目録データベース

①オープン（公開）
ただし、国文研以外の機関が所蔵す
る古典籍のデータについては、転載
などの利用に関しては各所蔵者の許
諾が必要。また、国文研所蔵古典籍
データの一部は国立情報学研究所情
報学研究データリポジトリからもCC 
BY-SAの条件で公開。

公開用データベースに登録
したものから即時公開。

自然科学研究機
構国立天文台

国立天文台及び大学の観測装置で共同利
用等により取得した天文観測データ
【データベース】
SMOKA
すばる望遠鏡アーカイブシステム
（STARS） など

①オープン（公開）
②セミオープン（制限公開）
SMOKAについて、観測データを取得す
る場合はユーザ登録が必要。
③セミクローズ（制限共有）
STARSについては、共同利用者に対し
て観測データを共有。
の3分類

観測装置によって、観測者
の占有期間1～2年間を設定
し、その後、当該観測デー
タを公開。

情報・システム
研究機構国立遺
伝学研究所

DNA塩基配列と機能注釈データ
【データベース】
DNA Data Bank of Japan（DDBJ）

①オープン（公開） 登録者は公開予定日を設定
し延長することができる。

人間文化研究機
構国文学研究資
料館

国文学研究資料館が調査研究等の活動に
より作成する古典籍のデータ及び国内外
の大学等研究機関が所蔵する日本文学を
含む広範な分野・領域の古典籍のデータ
【データベース】
日本古典籍総合目録データベース
館蔵和古書目録データベース

①オープン（公開）
ただし、国文研以外の機関が所蔵す
る古典籍のデータについては、転載
などの利用に関しては各所蔵者の許
諾が必要。また、国文研所蔵古典籍
データの一部は国立情報学研究所情
報学研究データリポジトリからもCC 
BY-SAの条件で公開。

公開用データベースに登録
したものから即時公開。
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機関・プロジェクト
名

公開データの種別
（適用範囲）

オープン・クローズの考え方
（制限段階）

公開のタイミング
（公開までの猶予期間）

海洋研究開発機
構
（JAMSTEC）

調査観測データ、シミュレーションデー
タ、画像、図面等の機構が保有する研究
設備、施設を使った調査研究で得られた
各種情報及びそれらを記録したもの
【データベース】
深海映像・画像アーカイブス（J-EDI）
地震研究情報データ提供システム (J-
SEIS) など

①オープン（公開）
公開猶予期間後に公開。調査実施時
の各種条件・取決め・契約等がある
場合は個別対応。
②クローズ（非公開）
個別に判断（事故調査に協力した映
像や画像などのデータ）
の2分類

取得した研究者が優先的に
利用できる期間（公開猶予
期間：原則2年）を設定し、
経過後に公開。
航海に関する情報や航海報
告等は2ヶ月で、定常的に
取得する観測項目について
は準備でき次第公開。
なお、調査実施時の各種条
件・取決め・契約等がある
場合は個別対応。

物質・材料研究
機構
（NIMS）

無機材料や高分子材料、金属構造材料の
物質構造等、NIMSの研究活動で得られ
たデータに加え、論文等からのデータを
多数含む。
【データベース】
物質・材料データベース（MatNavi）

①オープン（公開）
NIMSにおけるサイトポリシーに同意して
いるものとして原則公開としている。

データベースに登録したも
のから即時公開。

防災科学技術研
究所
（NIED）

調査観測実験データ、シミュレーション
データ、画像、図面等の調査研究で得ら
れた各種情報及びそれらを記録したもの
【データベース】
高感度地震観測網（Hi-net）
基盤的火山観測網（V-net） など

①オープン（公開）
②セミオープン（制限公開）
Hi-net、V-netについて、データを取得
する場合にはユーザ登録が必要。
の2分類

データベースに登録したも
のから即時公開。
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機関・プロジェクト
名

公開データの種別
（適用範囲）

オープン・クローズの考え方
（制限段階）

公開のタイミング
（公開までの猶予期間）

宇宙航空研究開
発機構
（JAXA）

JAXA衛星及びＧＰＭ計画等の海外機関と
の相互協力の枠組に基づく海外衛星の観
測実績（観測エリア、観測日時等）、
JAXAの中・低分解能地球観測衛星プロダ
クト及び、ＧＰＭ計画等の海外機関との
相互協力の枠組に基づく海外衛星プロダ
クトなど
【データベース】
地球観測衛星データ検索・注文システム
はやぶさサイエンスデータアーカイブ
など

①オープン（公開）
観測実績（観測エリア、観測日時
等）は誰でも検索可能。
②セミオープン（制限公開）
利用者登録した者のみ中・低分解能
衛星プロダクトを入手可能。
の2分類

データベースに登録したも
のから即時公開。

日本原子力研究
開発機構（JAEA）

規格化重量減少量（NML）または規格化
浸出速度（NLR）の数値データが記載さ
れているもの（一部，試験条件と結果か
ら算出できるものは算出している。）を
対象として、各々の試験条件、試験結果
および出典元についてのデータや緩衝材
の基本特性試験によって得られたデータ
など
【データベース】
ガラスの溶解に関するデータベース
緩衝材基本特性データベース など

①オープン（公開）
②セミオープン（制限公開）
緩衝材基本特性データベースでデータ
を検索・利用するためには、ユーザ登録
が必要。
の2分類

データベースに登録したも
のから即時公開。
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機関・プロジェクト
名

公開データの種別
（適用範囲）

オープン・クローズの考え方
（制限段階）

公開のタイミング
（公開までの猶予期間）

理化学研究所 理化学研究所における研究活動で取得した
哺乳類ゲノムの機能注釈に関するデータや
天然化合物の名称・構造，生物活性情報の
ほか、物性データや機器分析データなど
【データベース】
FANTOM
NPEdia など

①オープン（公開）
②クローズ（非公開）
NPEdiaでは、独自のスクリーニング結果、
共同研究で得られた評価結果について
は非公開。
の2分類

データベースに登録したもの
から即時公開。
FANTON に つ い て は 、 プ ロ
ジェクト主論文掲載時にデー
タを公開。

研究プロジェクトによる取組例
情報統合型物質・
材料開発イニシア
ティブ
（MI2I）

NIMSの研究活動で得られた物質・材料の基
礎データや、データ科学的手法等の解析
ツールを格納。

①セミクローズ（制限共有）
プロジェクト期間中は、プロジェクト参加
者とコンソーシアム会員の範囲内でのセ
ミクローズ（制限共有）。
②クローズ（非公開）
データ所有者の判断により、データ所有
者の独自データ等、共有できないデー
タ・ツールは、クローズ（非公開）。
の2分類

プロジェクト参加者とコンソー
シアム会員の範囲内での制
限共有を実施（～2020.3.31ま
で）
公開については、今後検討。

データ統合・解析
システム
（DIAS）

地球環境情報のプラットフォームとして、国
内外の各機関が保有する衛星観測、大気・
地上気象観測、海洋観測、気候変動予測モ
デルの出力データなど

①オープン（公開）
DIAS利用規約に同意することで利用可
能
②セミオープン（制限公開）
データ利用者の申請を受け、データ提
供者の許可を得ることで利用可能
③セミクローズ（制限共有）
データ提供者があらかじめ設定したグ
ループの構成員のみ利用可能
④クローズ（非公開）
の4分類

データベースに登録したもの
から即時公開。
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機関・プロジェクト
名

公開データの種別
（適用範囲）

オープン・クローズの考え方
（制限段階）

公開のタイミング
（公開までの猶予期間）

バイオサイエン
スデータベース
センター
（NBDC）

公的資金を用いたプロジェクト等で産生
された生命科学分野の研究データ（ゲノ
ム配列、タンパク質、代謝産物、画像
等）及び公的資金を用いたプロジェクト
等で産生されたヒトに関するデータ
（DDBJ、PDBjと連携）

①オープン（公開）
②セミオープン（制限公開）
NBDCヒトゲノムデータベースで制限
公開データを取得する場合には、利
用申請が必要。
の2分類

論文等による成果公開や知
的財産権取得等の期間の後、
公開。

北極域研究推進
プロジェクト
（ArCS）

北極域の現場観測データ、分析データや
レーダー観測及び衛星観測によるリモート
センシングデータ、数値モデル・シミュレー
ションによる計算結果等
【データベース】
北極域データアーカイブシステム

①オープン（公開）
北極域研究推進プロジェクトにて観
測したデータについては原則公開。
②セミオープン（制限公開）
③クローズ（非公開）
非公開・制限公開については各参画
機関において定めによる。
の3分類

メタデータについては1ヶ月
以内に登録し、2ヶ月以内に
公開。
実データ（エラー等が散見さ
れる低品質）については1ヶ
月以内に登録し、2ヶ月以内
に公開。
実データ（高・中品質）につい
ては1年以内に公開。
解析データについては2年以
内に公開。
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（参考資料２）研究データのデータベースへの登録奨励の例

出典 https://www.elsevier.com/books-and-journals/content-innovation/data-base-linking
（平成２８年１０月１３日参照）19
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